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論文内容の要旨 

 

本研究は具体的な保健指導に結びつけるため，「あごの健康診断チャート」を使用し，顎関節の自

覚症状に関与していると考えられる要因を推定することが目的である．調査期間は平成 20 年度から

平成 26 年度，対象はストレスが大きくなり自覚症状が現れやすいことを考慮し思春期にある埼玉県

下の公立中学校 3 年生とした．分析対象者は，391 名(男子 208 名，女子 183 名)であった．顎関節の

自覚症状の有無でグループ分けし，う蝕・咬合異常，生活習慣，ストレスの各要因，および要因数，

体と心の状態を VAS として検討を行った．その結果，顎関節の自覚症状を有する生徒は生活習慣の

要因が有意に多かった(p<0.05)，また自覚症状の有無を要因数が 1 以下と 2 以上で比較したところ自

覚症状を有する生徒は 2 以上で有意 (p<0.05)に多かった．体と心の状態の VAS ポイントは，相関検

定で有意性を認めた．自覚症状の有無で VAS ポイントの平均を比較すると，自覚症状を有する生徒

の体の平均 VAS ポイントは有意に低くなった(p<0.05)．中学 3 年生の顎関節の自覚症状は生活習慣と

の関連性が考えられ，顎関節症の発生要因と考えられる要因数にも影響を受け，自覚症状を有してい

る生徒は体と心のバランスが崩れている可能性も推察された． 

 

論文審査および試験結果の要旨 

 

本論文は，平成20年度から平成26年度思春期にある埼玉県下の公立中学校3年生を対象として「あご

の健康診断チャート」を使用し，顎関節の自覚症状に関与していると考えられる要因を推定，検討を行

ったものである．研究の結果，自覚症状には生活習慣が関与している可能性，自覚症状を有している生徒

は要因が2つ以上の可能性，自覚症状を有している生徒では，心と体のバランスが崩れている可能性が明

らかとなった．本論文の成果は，学校での保健指導や保健教育を効果的行うことに大きく寄与するもの

と考えられた． 
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